
そごう千葉店にて 写真パネル展開催の報告‼ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報紙「縁 joy」は、福島県県外避難者への相談・交流・説明会事業を活用して 

東日本大震災で被災し、千葉県内で暮らす皆様の不安や悲しみが少しでも軽減されるよう 
そして、被災者に対しての理解が広まることを願って作成･発行しています。 
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０
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さ
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考
え
ず
、
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な
り
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け
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い
と
、
石
川
達
三

は
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
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忘れない東日本大震災 

－あれから 12年 

3 月 7 日(火)～13 日(月) 
そごう千葉店  地下ギャラリー 

(本館とジュンヌ館の連絡通路内) 

 東北と千葉の出逢いが広がりますように 
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福島県から千葉県へ避難されている方の数：1,342 名 

（令和 5 年 2/１現在） 

【展示会開催お知らせが「チバテレニュース」で２０２３．３．７放送】 
３１枚の写真の中には、試験的に再開した漁業に奮闘する男性や、完成した海岸の堤防を

いきいきとした表情で歩く小学生を写したものもあり、復興に向けて立ち上がろうとする

住民らの姿が写真から伝わってきます。 

写真を見た人はー 

「(１２年で)それぞれの町が必死に頑張っているのを少しずつ忘れかけているような気もす

るので、自分で何か出来ることを探さないといけないなと思う」と放送されました📺 

福島県地元新聞社(福島民報社)の報道写真 31枚展示 

千葉県内の支援団体活動紹介パネル展示 

支援団体より震災から 12年経ち、今、思うこと 

竹宵の会「にんじんカフェ」前田 陽子さん 

東日本大震災の後、福島県浪江町から習志野市に避難し、暮らしていた 

山田琴子さんが、昨年 12月に 93歳で亡くなられました。 

震災前は、農協婦人部の会長を務めるなど、活発に活動されていた方で、役職を 

退いた後は、「隠居部屋」で、田畑の仕事やご近所の方々とのお付き合いなど、 

活き活きと豊かな暮らしを楽しんでいらっしゃいました。しかし、原発事故で、 

生活は一変しました。自然豊かな環境と親戚、友人たちとの繋がりを切られて 

マンションでの暮らしに変わり、「原発事故がなかったら」ともらす場面もあり 

ました。そうした中でも「震災を機に、新しい土地で、多くの人たちと出会え、これまでの自分が『井の中の蛙』

であることを知った」と周囲に話していた琴子さん。その前向きさに励まされることも多々ありました。 

避難者の皆さんの高齢化が進む中、遠出も難しくなっています。近くの場所で気兼ねなく、おしゃべりできる 

「お食事会」をこれからも続けていきたいと思っています。 

 

千葉大学 ボランティア活動支援学生スタッフ代表 森 優衣さん 

私は福島県出身でしたが、幸い東日本大震災で大きな被害に遭うことはありませんでした。 

それでも、あの日、あの時のことは今もずっと覚えています。ずっと揺れ続けて収まる気配の 

無い、死を覚悟した恐怖。連日続く余震。毎日誰かが亡くなるニュース。 

 12年が経つ今、もうあのような日々が二度と訪れないようにするためにも、私たちはできることを 

精一杯していかなければいけません。その為にも、忘れないこと・伝えることが必要だと考えています。 

 今回のボランティアをさせていただいたことで、避難されてきた方々がどのような想いを抱いているのか、復興ま

でにどのような道のりを歩んだのかを私自身で知ることができました。小さな支援となりますが、少しでも誰かの

心の安らぎになっていれば、そして誰かが震災へ思いを馳せてくれたら幸いです。 
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